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１　

公
共
施
設
管
理
計
画
策
定
の
経
緯

　

紋
別
市
で
は
こ
れ
ま
で
各
施
設
整
備
を
行
っ
て
き
て
お

り
、
市
役
所
庁
舎
は
建
設
か
ら
五
〇
年
以
上
が
経
ち
耐
震

化
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
施
設
が
あ
る
一
方
、
流
氷

を
観
測
す
る
世
界
で
も
希
な
オ
ホ
ー
ツ
ク
タ
ワ
ー
を
有
し

た
な
か
で
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
に
い
た

り
ま
し
た
。

　

紋
別
市
は
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に
紋
別
町
、
上か
み

渚し
よ
こ
つ滑
村
、渚
滑
村
の
三
町
村
が
合
併
し
て
紋
別
市
に
な
り
、

市
内
は
紋
別
市
街
、
渚
滑
、
上
渚
滑
の
三
地
区
に
大
き
く

分
か
れ
、
三
地
区
で
二
〇
の
集
落
が
あ
り
ま
す
。
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
沿
岸
の
中
間
に
位
置
し
、
南
北
四
〇
・
六
キ
ロ
、

東
西
三
四
・
一
キ
ロ
、
総
面
積
八
三
〇
平
方
キ
ロ
で
道
内

市
町
村
で
は
一
六
番
目
の
広
さ
で
す
。
森
林
面
積
が
約
八

割
を
占
め
、
海
岸
線
は
二
八
キ
ロ
あ
り
ま
す
。
二
〇
一
五

年
一
〇
月
末
現
在
の
人
口
は
二
万
三
三
四
〇
人
で
減
少
傾

向
で
す
。
主
な
産
業
は
農
（
酪
農
）
林
水
産
と
水
産
加
工

で
す
。

　

か
つ
て
東
洋
一
の
産
出
量
を
誇
っ
た
鴻こ
う
の
ま
い

之
舞
金
山
が
あ

り
、
鉱
山
の
集
落
に
は
最
大
一
万
三
千
人
が
暮
ら
し
て
い

ま
し
た
が
、
一
九
七
三
年
の
閉
山
に
よ
り
集
落
は
な
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
Ｊ
Ｒ
も
一
九
八
九
年
に
名
寄
本
線
が
廃

線
に
な
り
ま
し
た
。
一
九
七
五
年
に
紋
別
港
は
重
要
港
湾

に
な
り
、
国
際
貿
易
港
と
し
て
ロ
シ
ア
と
の
貿
易
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

一
九
八
七
年
以
降
、
約
一
五
年
の
間
に
市
の
全
施
設
の

三
分
の
一
以
上
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
耐
用
年
数
を
超

え
た
施
設
も
あ
り
、
老
朽
化
に
よ
る
リ
ス
ク
、
維
持
管
理

費
、
改
修
費
が
増
大
す
る
課
題
を
抱
え
て
い
る
状
況
で
し

た
。

　

総
務
省
の
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
の
指
針
」（
二
〇
一
四
・
四
・
二
二
）
に
よ
り
、
公

共
施
設
管
理
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

二
〇
〇
九
年
頃
か
ら
は
各
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
長
寿
命
化
計

画
の
策
定
を
各
施
設
の
所
管
課
で
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
、

長
寿
命
化
計
画
を
積
み
上
げ
る
か
た
ち
で
公
共
施
設
管
理

計
画
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
域
紋
別
病
院
（
紋
別
市
、
滝
上
町
、
興
部
町
、

西
興
部
村
、
雄
武
町
の
五
市
町
村
運
営
）
の
旧
施
設
（
旧

道
立
紋
別
病
院
）
の
解
体
を
二
〇
一
五
年
度
に
予
定
し
て

い
た
な
か
で
の
総
務
省
の
指
針
だ
っ
た
の
で
、
公
共
施
設

管
理
計
画
の
策
定
に
よ
っ
て
、
施
設
を
除
却
す
る
た
め
の

地
方
債
が
使
え
る
の
で
、
早
急
に
公
共
施
設
管
理
計
画
を

つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

２　

紋
別
市
の
保
有
施
設

　

紋
別
市
街
地
中
心
部
、
半
径
二
キ
ロ
ほ
ど
の
範
囲
に
約

四
〇
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
な
か
で
、
公
営
住
宅
、

用
途
廃
止
を
し
た
普
通
財
産
、
床
面
積
の
狭
い
施
設
に
つ

い
て
は
除
外
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
全
域
の
主
な
八
八
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
に
取
り

組
ん
で
き
て
い
ま
し
た
。
所
管
課
で
管
理
し
て
い
た
八
八

施
設
の
老
朽
化
の
状
況
、
運
営
状
況
、
利
用
状
況
等
の
調

査
を
行
い
情
報
カ
ル
テ
と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

●
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
問
題
研
究
会

施
設
の
長
寿
命
化
計
画
を
積
み
上
げ
総
合
管
理
計
画
に

紋
別
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

　

紋
別
市
総
務
部
財
務
課
契
約
管
財
係
長

斉　

藤　
　
　

剛
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紋
別
市
全
体
で
は
六
一
三
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。
学
校

施
設
は
教
室
棟
、
体
育
館
棟
と
複
数
の
施
設
が
配
置
さ
れ

て
い
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
施
設
数
を
計
上
し
ま

し
た
。
公
営
住
宅
、
床
面
積
の
狭
い
施
設
も
含
み
、
六
一

三
施
設
に
な
り
ま
し
た
。
延
床
面
積
は
二
六
万
八
一
八
平

米
、
市
民
一
人
当
た
り
面
積
は
一
一
・
一
平
米
に
な
り
ま

す
。
道
内
市
町
村
の
一
人
当
た
り
平
均
は
一
八
・
五
二
平

米
で
、
紋
別
と
同
じ
く
ら
い
の
人
口
規
模
の
ま
ち
の
一
人

当
た
り
は
一
〇
・
五
七
平
米
で
す
。
全
国
市
町
村
の
一
人

当
た
り
平
均
は
三
・
四
二
平
米
、
人
口
が
同
規
模
の
ま
ち

は
五
・
三
八
平
米
に
な
り
、
紋
別
は
全
国
同
規
模
の
ま
ち

の
約
二
倍
の
一
人
当
た
り
面
積
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

二
〇
一
三
年
度
の
施
設
の
維
持
・
管
理
・
修
繕
費
は
約

一
二
億
円
、
市
民
一
人
当
た
り
の
負
担
額
は
年
間
約
五
万

円
に
な
り
ま
す
。

　

施
設
の
区
分
別
で
保
有
量
が
多
い
の
は
、
学
校
施
設
が

九
二
で
施
設
数
の
二
七
・
九
％
、
事
業
施
設
が
六
九
で
同
二

〇
・
九
％
、
こ
の
二
区
分
で
全
体
の
ほ
ぼ
数
近
く
を
占
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
延
べ
床
面
積
で
は
、
学
校
が
五
万

三
八
六
三
平
米
で
全
体
の
三
六
・
七
％
、
社
会
教
育
施
設

が
約
二
万
平
米
で
一
四
・
三
％
、
床
面
積
で
は
教
育
分
野

が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
（
表
１
）。

　

年
度
別
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
中
頃
か
ら
九
〇
年
代
は

じ
め
に
か
け
て
主
に
教
育
施
設
等
を
中
心
に
施
設
が
整
備

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
建
設
か
ら
の
平
均
経
過
年
数
は
二
八
・

三
年
。
こ
れ
ま
で
公
共
建
築
物
の
建
て
替
え
は
、
四
〇
年

程
で
更
新
し
て
き
ま
し
た
が
、
す
で
に
建
築
後
三
〇
年
を

経
過
し
て
い
る
施
設
が
全
体
の
五
四
％
を
超
え
て
い
る
状

況
で
す
。

　

長
寿
命
化
計
画
の
八
八
施
設
の
構
造
は
木
造
が
四
一
施

設
全
体
の
四
六
・
六
％
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
九
施
設

で
三
三
％
、
鉄
骨
造
一
二
施
設
、
一
三
・
六
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
施
設
の
構
造
別
耐
用
年
数
経
過
状
況
み
る
と
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
耐
用
年
数
を
経
過
し
た
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
木
造
四
一
施
設
の
う
ち
三
一
施
設
、
木
造
全

体
の
七
五
％
が
耐
用
年
数
を
過
ぎ
て
い
ま
す
（
表
２
）。

　

３　

各
施
設
の
状
況

　

⑴　

小
中
学
校

　

施
設
区
分
別
で
は
小
学
校
七
校
、
中
学
校
四
校
の
計
一

一
校
あ
り
、
こ
の
他
に
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
か
ら

二
五
年
間
で
九
校
（
校
舎
七
棟
）
が
廃
校
に
な
っ
て
い
ま

す
。
児
童
数
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
一
九
八
九
年
に
小

中
学
校
合
わ
せ
て
一
四
三
学
級
あ
っ
た
の
が
、
現
在
は
八

二
学
級
（
六
一
減
）
に
な
り
、
二
五
年
で
半
分
近
く
ま
で

に
減
少
し
ま
し
た
。

　

学
校
の
耐
震
診
断
を
二
〇
〇
九
年
に
実
施
し
、
耐
震
性

が
な
い
と
診
断
さ
れ
た
教
室
棟
、
体
育
館
棟
な
な
ど
の
耐

震
化
工
事
は
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

⑵　

公
営
住
宅

　

公
営
住
宅
の
管
理
戸
数
は
一
一
三
四
戸
あ
り
、
総
延
床

面
積
は
七
万
七
千
平
米
、
市
民
一
人
当
た
り
延
床
面
積
は

三
・
二
四
平
米
に
な
り
ま
す
。
維
持
・
管
理
・
修
繕
等
経

費
の
二
〇
〇
九
年
か
ら
一
三
年
ま
で
の
五
年
間
の
年
平
均

表１　紋別市の施設の状況

表２　長寿命化計画88施設の構造別
　　　耐用年数経過状況
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額
は
八
二
一
二
万
円
で
、
市
民
一
人
当
た
り
年
負
担
額
は

三
四
五
六
円
に
な
り
ま
す
。

　

住
宅
の
構
造
、
建
設
年
度
で
は
、
木
造
が
一
七
六
戸
で

全
体
の
一
五
・
五
％
、
簡
易
耐
火
構
造
が
三
三
六
戸
あ
り

全
体
の
二
九
・
六
％
あ
り
、こ
れ
ら
は
全
て
平
屋
建
て
で
す
。

耐
火
構
造
は
六
二
二
戸
と
全
体
の
六
割
あ
り
、
大
半
が
三

～
五
階
建
て
の
中
層
住
宅
で
す
。（
図
１
）

　

耐
用
年
限
は
木
造
三
〇
年
、
簡
易
耐
火
構
造
四
五
年
、

耐
火
構
造
七
〇
年
で
、
耐
用
年
数
二
分
の
一
を
経
過
し
た

住
宅
に
つ
い
て
は
建
て
替
え
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
二

〇
一
四
年
度
末
現
在
、
全
体
の
四
割
近
く
が
耐
用
年
限
の

二
分
の
一
を
経
過
し
、
三
三
六
戸
、
全
体
の
ほ
ぼ
三
割
が

耐
用
年
限
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

⑶　

橋
梁

　

橋
長
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
橋
は
一
三
五
橋
あ
り
、

こ
の
う
ち
、
建
設
後
五
〇
年
を
超
す
高
齢
化
橋
梁
は
四
橋

あ
り
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
に
は
六
五
橋
、
全
体
の
約
五
割

が
五
〇
年
を
経
過
し
ま
す
。

　

二
〇
〇
九
年
に
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、
修
繕

費
等
の
平
準
化
と
長
寿
命
化
を
図
る
取
り
組
み
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
維
持
・
管
理
・
修
繕
費
等
の
二
〇
〇
九
年
～

二
〇
一
三
年
の
五
年
間
平
均
額
は
年
二
四
二
二
万
円
、
一

人
当
た
り
負
担
額
は
年
一
〇
三
五
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

⑷　

道
路
（
市
道
）

　

市
道
の
実
延
長
は
五
二
七
・
七
キ
ロ
、
舗
装
延
長
二
七
一
・

九
キ
ロ
あ
り
、
市
民
一
人
当
た
り
で
は
実
延
長
二
二
二

メ
ー
ト
ル
、
舗
装
延
長
一
一
六
・
八
メ
ー
ト
ル
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
街
地
の
生
活
道
路
は
ほ
ぼ
整
備
を
終
え
て
い
ま
す
が
、

簡
易
舗
装
の
た
め
経
年
劣
化
に
よ
る
損
傷
が
あ
り
、
改
修

が
必
要
な
路
線
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

一
九
九
九
年
度
策
定
の
市
道
改
修
計
画
は
改
修
延
長
五

〇
キ
ロ
の
整
備
計
画
で
改
修
を
始
め
、
二
〇
一
三
年
度
ま

で
の
一
五
年
間
で
二
一
キ
ロ
の
整
備
を
終
え
、
今
後
二
九

キ
ロ
の
改
修
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
道
路
の
法
面
、
土
木

工
作
物
（
照
明
、
標
識
な
ど
）
に
つ
い
て
も
修
繕
な
ど
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

二
〇
一
四
年
度
に
道
路
ス
ト
ッ
ク
調
査
（
路
面
性
状
）

と
点
検
（
法
面
・
土
工
構
造
物
）
を
行
っ
た
結
果
、
損
傷

が
か
な
り
あ
り
、
全
体
の
修
繕
額
は
二
二
億
円
と
い
う
試

算
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
ど
う
修
繕
し
て
い
く
か
の
改

修
計
画
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

⑸　

上
下
水
道

　

上
水
道
の
普
及
率
は
九
二
・
九
％
、
管
路
の
総
延
長
一
五

九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。計
画
給
水
人
口
二
万
三
千
人
に
対
し
、

給
水
人
口
は
二
万
一
八
六
〇
人
で
す
。
市
街
地
は
上
水
道

整
備
で
す
が
、
郊
外
の
地
区
は
簡
易
水
道
、
営
農
飲
用
水

に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
四
年
度
の
上
水

道
の
維
持
・
修
繕
等
経
費
は
年
二
億
四
九
〇
万
円
、
給
水

人
口
一
人
当
た
り
負
担
額
は
年
九
三
七
三
円
で
す
。

　

敷
設
後
四
〇
年
以
上
を
経
過
す
る
も
の
は
管
路
の
老
朽

化
が
著
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
順
次
布
設
替
え
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
全
て
の
管
路
が
網
羅
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
な
く
、
手
つ
か
ず
の
ま
ま
経
過
す
る
と
、
二
〇

五
三
年
に
は
老
朽
管
路
が
七
割
く
ら
い
に
な
り
ま
す
（
図

２
）。

　

下
水
道
の
管
渠
総
延
長
は
一
八
九
キ
ロ
（
二
〇
一
五
年

三
月
末
）、
こ
の
う
ち
雨
水
管
が
約
九
キ
ロ
、
汚
水
管
が

約
一
七
九
キ
ロ
で
、
普
及
率
九
一
・
五
％
、
処
理
区
域
人

口
は
二
万
一
五
四
〇
人
。
二
〇
一
四
年
度
維
持
・
修
繕
等

図１　市営住宅の構造別整備戸数
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経
費
は
年
二
億
五
八
二
〇
万
円
で
、
処
理
区
域
内
人
口
一

人
当
た
り
の
負
担
額
は
年
一
万
一
九
八
七
円
で
す
。

　

一
九
五
八
年
に
整
備
し
た
合
流
管
は
施
行
か
ら
五
〇
年

を
超
え
、
老
朽
管
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
下

水
処
理
施
設
は
二
〇
一
四
年
に
耐
震
化
調
査
を
行
い
、
未

耐
震
化
の
老
朽
施
設
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
五
年
に
改
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

⑹　

公
園

　

現
在
二
五
の
都
市
公
園
が
あ
り
、
総
面
積
は
約
一
二
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
。
公
園
の
維
持
・
管
理
・
修
繕
費
は
二
〇
〇

九
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
ま
で
五
年
間
の
平
均
で
年
額
三

三
一
三
万
円
。
都
市
公
園
の
う
ち
、
災
害
の
と
き
一
時
避

難
所
と
な
る
公
園
や
、
運
動
公
園
、
街
区
公
園
な
ど
多
様

な
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

遊
具
の
あ
る
公
園
・
広
場
は
三
二
箇
所
あ
り
、
こ
の
う

ち
一
五
箇
所
は
設
置
か
ら
三
五
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、

公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
二
〇
一
三
年
度
ま

で
に
改
修
・
修
繕
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

４　

計
画
修
繕
に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減
と
市
財
政

　

こ
れ
ま
で
施
設
（
ハ
コ
モ
ノ
）
の
修
繕
に
要
し
た
費
用

は
、
一
九
七
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
ま
で
四
〇
年
間
の
累

計
は
約
一
七
億
五
千
万
で
、
年
平
均
約
四
四
〇
〇
万
円
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
壊
れ
た
ら
修
繕
す
る
手

法
で
し
た
が
、
こ
れ
を
計
画
的
な
修
繕
・
更
新
を
行
っ
て

い
た
と
仮
定
し
て
試
算
す
る
と
累
計
額
は
約
九
億
円
に
な

り
、
約
八
億
五
千
万
円
の
コ
ス
ト
縮
減
が
可
能
だ
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

計
画
的
な
修
繕
・
更
新
を
行
う
と
、
今
後
五
〇
年
間

（
二
〇
一
四
～
六
三
年
）
の
費
用
推
計
は
四
四
億
八
千
万

円
の
累
計
額
に
な
り
、
年
九
千
万
円
の
修
繕
費
で
す
。

　

橋
梁
は
こ
れ
ま
で
対
処
療
法
に
よ
る
橋
の
修
繕
、
架
け

替
え
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
大
規
模
修
繕
・
更
新
を
つ
づ

け
る
と
今
後
六
〇
年
間
で
約
一
七
八
億
円
の
費
用
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
予
防
保
全
的
な
修
繕
に
す
る
と
事

業
費
の
推
計
は
約
八
二
億
円
と
な
り
、
約
九
六
億
円
（
約

五
四
％
減
）
の
コ
ス
ト
縮
減
に
な
り
ま
す
。
平
準
化
す
る

と
年
間
の
修
繕
費
用
は
約
一
億
六
千
万
円
と
い
う
試
算
に

な
り
ま
す
。

　

公
営
住
宅
、
道
路
、
水
道
、
港
湾
施
設
に
つ
い
て
の
改

修
・
修
繕
の
コ
ス
ト
計
算
は
、
個
別
計
画
を
策
定
中
で
そ

の
な
か
で
試
算
を
行
う
の
で
、
公
共
施
設
管
理
計
画
に
盛

り
込
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

紋
別
市
の
財
政
規
模
は
約
一
五
〇
億
円
前
後
で
推
移
し

て
い
ま
す
。
市
税
収
入
約
二
七
億
円
の
う
ち
個
人
市
民
税

と
固
定
資
産
税
で
市
税
の
四
分
の
三
を
占
め
て
お
り
、
景

気
悪
化
の
影
響
を
受
け
に
く
い
反
面
、
好
景
気
に
よ
る
税

収
増
を
あ
ま
り
見
込
め
な
い
構
造
で
す
。

　

公
共
施
設
の
更
新
と
維
持
補
修
に
か
か
わ
る
投
資
的
経

費
、
維
持
補
修
費
、
物
件
費
を
合
わ
せ
る
と
約
三
〇
億
円

に
な
り
、
歳
出
の
約
二
割
を
占
め
ま
す
。

　

今
後
人
口
が
減
少
し
て
い
く
な
か
で
、
税
収
増
を
見
込

む
こ
と
は
で
き
ず
、
一
方
、
施
設
の
老
朽
化
が
す
す
む
な

か
で
、
各
施
設
の
所
管
課
ご
と
に
い
ま
ま
で
の
よ
う
に
要

求
を
積
み
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
全
体
的
に
統
一
し
た
方

針
の
下
、
費
用
負
担
を
平
準
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

紋
別
市
の
人
口
の
ピ
ー
ク
は
一
九
六
二
年
の
四
万
二
千

人
で
、現
在
は
約
二
万
三
千
人
台
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
推
計
し
た
二
〇
四

図２　水道管路の健全度
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〇
年
の
紋
別
市
の
人
口
は
一
万
四
千
人
ま
で
減
少
し
ま
す
。

人
口
構
成
比
で
み
る
と
一
五
歳
未
満
の
年
少
人
口
は
七
・

八
％
に
、
一
五
歳
か
ら
六
四
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は
四
六
・

二
％
ま
で
減
少
し
、
六
五
歳
以
上
の
人
口
は
四
六
・
〇
％

に
増
え
る
推
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
の
な
か
で
い
ま
の
施
設
を
維
持
し
て
い
く

と
、市
民
一
人
当
た
り
負
担
が
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
、

将
来
を
見
据
え
た
規
模
の
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
二
〇
一
〇
年
時
点
の
地
区
別
人
口
は
、
紋
別

市
街
地
が
二
万
一
四
四
一
人
、上
渚
滑
地
区
二
二
五
五
人
、

渚
滑
地
区
一
〇
五
四
人
で
す
。

　

５　

全
庁
的
な
体
制
と
施
設
情
報
の
一
元
管
理

　

今
後
は
、
全
庁
的
な
取
り
組
み
体
制
の
構
築
、
情
報
の

管
理
・
共
有
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
次
の
五
つ
の
観
点

で
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
全
庁
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
視
点
。
施
設
を
所
管
す
る

枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
施
設
情
報
（
カ
ル
テ
）
の
収
集
・
一

元
管
理
を
図
る
。

　
「
市
民
利
用
の
安
全
性
」
の
視
点
。
公
共
施
設
、
イ
ン
フ

ラ
施
設
は
利
用
者
の
安
全
性
が
最
優
先
で
あ
り
、
さ
ら
に

災
害
時
の
避
難
施
設
と
な
る
の
で
、
安
全
性
の
配
慮
を
怠

ら
な
い
。

　
「
企
業
会
計
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
視
点
。
総
務
省
の
基

準
モ
デ
ル
を
用
い
て
財
務
諸
表
を
作
成
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
を
活
用
し
た

｢

資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
財
務
指
標
」
の
設

定
、「
資
産
・
債
務
改
革
」
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
等
の
企
業

会
計
的
な
手
法
・
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
い
く
。

　
「
環
境
配
慮
」
の
視
点
。
地
球
温
暖
化
対
策
は
多
様
な
主

体
が
協
働
し
て
取
り
組
む
課
題
で
あ
り
、
紋
別
市
は
二
〇

〇
一
年
か
ら
環
境
保
全
行
動
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

で
、
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
も
施
設
の
長
寿
命
化

に
よ
り
省
エ
ネ
な
ど
環
境
負
荷
の
軽
減
な
ど
環
境
に
配
慮

す
る
。

　
「
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
視
点
。
市
民
、
民
間

の
力
の
活
用
を
図
り
、
施
設
の
利
用
圏
域
を
考
慮
し
て
、

市
街
地
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
く
。

　

公
共
施
設
等
の
管
理
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

　

＜

点
検
・
診
断＞

こ
れ
ま
で
所
管
課
で
実
施
し
て
き
た

も
の
を
、
建
物
に
つ
い
て
は
庁
内
で
は
専
門
の
建
設
部
が

定
期
的
な
目
視
点
検
・
診
断
に
よ
り
状
態
を
把
握
す
る
。

　

＜
維
持
管
理
・
修
繕
・
更
新＞

公
共
施
設
長
期
修
繕
計

画
で
建
築
物
の
劣
化
状
況
等
調
査
で
劣
化
度
の
判
断
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
施
設
の
あ
り
方
も
含
め
、
ど
れ
を
ど

う
維
持
・
更
新
し
て
い
く
の
か
合
理
的
な
対
策
を
選
択
し

て
い
く
。

　

＜

安
全
確
保＞

災
害
時
の
避
難
施
設
の
役
割
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、安
全
性
と
同
時
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
図
っ
て
い
く
。

　

＜

耐
震
化＞

学
校
の
耐
震
診
断
は
終
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

庁
舎
な
ど
の
耐
震
診
断
は
未
実
施
で
あ
り
、
長
寿
命
化
を

図
る
の
か
、
建
て
替
え
る
の
か
と
い
っ
た
方
向
性
が
定

ま
っ
て
い
な
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
全
て
の
施
設
の
耐
震

化
を
図
っ
て
い
く
方
針
で
す
。

　

＜

長
寿
命
化＞

対
処
療
法
的
な
保
全
か
ら
、
計
画
的
な

予
防
保
全
に
よ
り
長
寿
命
化
を
図
り
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
（
生
涯
費
用
）
を
削
減
す
る
。

　

＜

統
合
・
廃
止＞

今
後
の
人
口
動
態
、
人
口
構
成
を
踏

ま
え
、施
設
総
量
の
最
適
化
を
推
進
し
て
い
く
。
利
用
度
、

立
地
を
勘
案
し
て
、
統
廃
合
、
多
用
途
へ
の
転
換
、
複
合

化
な
ど
を
す
す
め
て
い
く
。

　

＜

体
制
の
構
築＞

所
管
す
る
施
設
カ
ル
テ
の
情
報
を
更

新
し
、
一
元
的
に
資
産
管
理
を
行
う
。

　

６　

関
連
す
る
計
画
と
施
設
の
統
廃
合

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
関
連
す
る
各
種
計
画
を

表
３
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
各
分
野
施
設
ご
と

に
長
寿
命
化
計
画
、
修
繕
計
画
が
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
す

で
に
取
り
組
み
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　

冒
頭
説
明
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
修
繕
計
画
を
積

み
上
げ
て
、
全
体
の
公
共
施
設
管
理
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

総
合
計
画
で
定
め
て
い
る
住
環
境
、
生
活
道
路
、
上
水

道
、
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
管
理
計
画
の
基
本

方
針
と
し
て
す
す
め
て
い
く
か
た
ち
で
す
。

　

公
共
施
設
管
理
計
画
は
二
〇
一
五
年
か
ら
二
〇
二
四
年

ま
で
の
一
〇
年
計
画
で
、
個
別
の
修
繕
計
画
な
ど
を
追
加

し
な
が
ら
公
共
施
設
管
理
計
画
を
更
新
し
て
い
く
考
え
で

す
。
さ
ら
に
耐
用
年
数
を
経
過
し
た
建
築
物
の
維
持
、
更

新
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

公
共
施
設
管
理
計
画
を
つ
く
る
な
か
で
、
以
前
か
ら
地
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域
の
な
か
で
協
議
し
て
い
た
施
設
の
統
廃
合
が
決
ま
り
、

小
学
校
と
中
学
校
の
計
二
校
を
二
〇
一
七
年
三
月
で
廃
校

す
る
こ
と
を
地
域
住
民
と
の
協
議
で
合
意
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
小
中
学
校
の
統
廃
合
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
が
、

廃
校
舎
の
有
効
活
用
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

旧
道
都
大
学
の
移
転
閉
鎖
に
と
も
な
い
、
建
物
施
設
が
市

に
譲
渡
さ
れ
、廃
校
舎
と
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
産
業
振
興
・

企
業
誘
致
活
動
に
生
か
す
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
が
、

成
果
が
出
て
い
ま
せ
ん
。

　

施
設
の
複
合
化
は
す
で
に
、
紋
別
保
育
所
と
紋
別
児
童

セ
ン
タ
ー
の
複
合
化
が
行
わ
れ
、
二
〇
一
五
年
五
月
か
ら

運
営
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
街
地
の
空
洞
化
が
す
す
ん
で
い
る
た
め
、
住

民
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

空
洞
化
し
た
ま
ち
な
か
に
郊
外
の
公
営
住
宅
を
建
て
替
え

る
こ
と
が
合
意
さ
れ
、
費
用
の
平
準
化
を
図
り
な
が
ら

徐
々
に
建
て
替
え
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
、
公
共
施
設
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
施
設
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
、
有
効
活
用
に
つ
い
て
、
個
々
の
施
設
ご
と
に

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
三
地
区
か

ら
は
フ
ル
セ
ッ
ト
型
施
設
を
要
望
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

各
地
区
の
施
設
の
統
廃
合
・
複
合
化
・
集
約
化
は
、
地
区

ご
と
の
人
口
動
態
を
み
な
が
ら
、
住
民
と
協
議
を
す
す
め

て
い
く
考
え
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ち
の
将
来
像
に

つ
い
て
市
民
と
行
政
が
共
通
し
た
認
識
を
も
て
る
か
が
最

も
大
き
な
課
題
で
す
。

＜

さ
い
と
う　

つ
よ
し＞

　

本
稿
は
、二
〇
一
五
年
一
二
月
四
日
に
行
っ
た「
イ

ン
フ
ラ
老
朽
化
問
題
研
究
会
」
で
の
報
告
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

文
責
・
編
集
部

　

表３　公共施設等総合管理計画に関連する各種計画


